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第11回　県西珊瑚会

“エンジョイ・ナウ”

2017/6/10（⼟）13：00〜16：00
於　ホテルホップインアミング

2階オークルーム



第第11回県⻄珊瑚会プログラム

開会前開会前(12:50)に記念写真の撮影をしますのでご協⼒ください。

1．開会の⾔葉

2．物故者への黙祷

3．幹事紹介と代表者挨拶

4．乾杯

5．会⾷・歓談

6．恩師挨拶

7．"エンジョイ ナウ”

8．次期幹事紹介

9. 校歌など⻫唱

10．閉会の⾔葉
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１組　3人（男2、女１）

平松　夕子 秋田 生駒市

藤原　正歩 神戸市

米川　健一 伊丹市

参加者及び物故者の名簿

黒字：今回の参加者

青字：珊瑚会10回までの物故者

緑字：前回以降の物故者

1列:ご芳名 2列:旧姓 3列:在住所

先生、皆様の敬称を略します。

先生(お二人）

国嶋　 晃 西宮市

浜崎 賢太郎 神戸市

井上忠治,米田徳壽,井上豊子,

井上茂雄,浅井力,

姜斗永,松本洋明,水間亮三,

吉井誠一,大藤澄江,野田市郎,

塚本二朗,野武捷史,村井美恵子,

引野(森川)由美 ,田中宗一,

丹羽龍雄，大塚(広野)澄子

２組　１3人（男10、女3）

市川　光尚 芦屋市

内林　昇 芦屋市

岡川　次郎 神戸市

金武　努 西宮市

黒森　輝美 神戸市

丸山　陸子 高呂 西宮市

小西　洋二 堺市

島本　啓子 副島 宝塚市

檀野　計蔵 西宮市

中山　昭三 西宮市

野田　博隆 伊丹市

能登　克宏 柏市

進木 君美子 樋口 福知山市

清水(伊藤)末子,

田野(上川)桂子,上野洋一,

東川敏男,広瀬進,小阿見裕昭,

高井宏,北野碩哉,東尾実子

３組　１2人（女12）

井上　春子 伊藤 芦屋市

加集 加寿子 岩本 神戸市

田中　昭子 佐々木 生駒市

茂野 百合子 桜井市

菅谷　典子 西宮市



一、
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岩谷　宏子 関野 奈良市

阪田 富美子　 豊田 宝塚市

新保　照美 松本 池田市

黒沢 和佳子　 山口 練馬区

上中　英子 山根 高槻市

土居　陽子 横田 西宮市

中野 すみれ 吉田 西宮市

井上久子,伊藤(岩崎)清子,

広瀬(小畑)英子,竹田(原)由美

子,上田(阪井)和子

４組　9人（男3、女6）

牧　   恭子 足立 芦屋市

田中　誠二 茨木市

川口 美智子 田中 豊中市

中野　正人 西宮市

杉江　笑子 中山 高槻市

館野 芙佐子 原 吹田市

三島　照男 西宮市

西岡　洋子 水沢 箕面市

河野　一子 水谷 大津市

石原(阪本)光子,松本輝久,

水野正宣.土井(佐藤)八重子,

八木尾治之,中村孝太郎,

二木(梅島)美代子,

神田(西條)一枝

５組　１2人（男6、女6）

中村　葉子 芦田 西宮市

小南　房子 入山 芦屋市

久保田 恭弘 西宮市

俵　　信子 沢田 西宮市

時田　嘉一 宝塚市

戸水　章二 西宮市

沼崎　南雄 西宮市

水巻　中正 市川市

三宅　胖 畑野 川西市

丹羽　淳子 槙本 芦屋市

祖父江 恵子 南 藤沢市

吉中　健三 宝塚市

加賀田(石原)和美,新見浩一,

平山敏彦,道下武久,岡村明,

大音(窪田)治子,松井達,

松島幸弘,田中国幹,谷澤敏久，

長瀬久雄

６組　１1人（男10、女1）

石浜　邦弘 藤沢市

稲垣　紘一 調布市

大澤　壽文 西宮市

粂川　宏一 神戸市

白川　義則 西宮市

玉井　郁雄 川西市
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校　歌

竹友　藻風　作詞

下総　皖一　作曲 学生歌　(緑の若木）

横田　陽子　作詞

大江　五郎　作曲

一、六甲の山脈晴れわたり

緑色濃き甲山 一、 緑の若木もえいでて

麓の野辺の水清き ここに学べる若人の

ここに正義と人道の 希望と愛に結ばれて

学びの舎は聳えたり 風にはためく校旗のもとに

仰げ、われらのこの舎を ああ県西

我ら雄々しく生きぬかん

二、 茅渟の浦波果遠く 二、大空青く晴れわたり

眺めはるけき上ヶ原 ここに学べる若人の

若葉の径の風薫る 熱き血潮の湧き出でて

ここに平和と友愛の 高くそびえる校旗のもとに

学びの園は開けたり ああ県西

歌え、われらのこの園を 我ら正しく生きぬかん

三、朝日に映ゆる上ヶ原

ここに学べる若人の

歓喜に胸は満ちあふれ

ああ県西

我ら明るく生きぬかん

野崎　勝義 芦屋市

檜山　　智 神戸市

前田　忠彦 西宮市

石井　玲子 松本 西宮市

山之口壮三郎 西宮市

覚前昭,斎藤斌,清野(坂戸)恭子,

浜崎隆吉,早川滋彦,的場茂夫,

須田一彦,野田智彦,村川徹治，

稲垣忠,高見洋介,戸井(辻)光代,

横田　邦吉 所沢市

横地　達夫 倉敷市

渡辺　忠彦 佐賀市

坂本永一,手島康夫,畑克守,

森 茂,岩崎卓,小野修弘,

田原博満,荒木雄一

７組　１6人（男16）

石原　廣司 横浜市

佐藤　明彦 磯崎 西宮市

冠野　光治 明石市

墨谷　　淳 小牧市

宗野　嘉行 神戸市

高木　敏史 明石市

田中  凱男 宝塚市

中嶋　　博 札幌市

畑　外代三 調布市

羽山　博元 多摩市

広田　　忠 豊中市

松井　敏郎 横浜市

簑津　正尚 西宮市

８組　１0人（男6、女4）

池田　早苗 宝塚市

陰山隆太郎 宝塚市

笠原　文子 西宮市

水原　昭子 木下 西宮市

中筋　一弘 箕面市

西川　一正 神戸市

野条　靖雄 熊谷市

樋口　昌平 西宮市

岡田　慶子 森川 宝塚市

渡邊　圭造 宝塚市

参加者：先生2　男53　女33

物故者：先生5　男53　女20

猪股昌雄,奥沢淑子,畑野晃,

前田豊,松田良明,三好章史,

石野禎一,中原稔
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校　歌

竹友　藻風　作詞

下総　皖一　作曲 学生歌　(緑の若木）

横田　陽子　作詞

大江　五郎　作曲

一、六甲の山脈晴れわたり

緑色濃き甲山 一、 緑の若木もえいでて

麓の野辺の水清き ここに学べる若人の

ここに正義と人道の 希望と愛に結ばれて

学びの舎は聳えたり 風にはためく校旗のもとに

仰げ、われらのこの舎を ああ県西

我ら雄々しく生きぬかん

二、 茅渟の浦波果遠く 二、大空青く晴れわたり

眺めはるけき上ヶ原 ここに学べる若人の

若葉の径の風薫る 熱き血潮の湧き出でて

ここに平和と友愛の 高くそびえる校旗のもとに

学びの園は開けたり ああ県西

歌え、われらのこの園を 我ら正しく生きぬかん

三、朝日に映ゆる上ヶ原

ここに学べる若人の

歓喜に胸は満ちあふれ

永久に輝く校旗のもとに

ああ県西

我ら明るく生きぬかん



逍遥歌（春夏秋冬）

国嶋 晃　作詞
下総 皖一　作曲

一、春はゆかしき梅の花 二、 夏は緑の陰ぞ濃き

桜並木を逍遥ひて 木の下風に休らいて

潔き情は胸に満つ 茅渟の浦曲をみはるかす

風雪耐えて咲き香る 千尋の底もいや深き

花にも似よや青春の 海にも似よやもろびとの

血潮に萌ゆるわが命 静かに探るわが探索

三、 秋は燈火に親しみて 四、冬こそ春のさきがけと

叡智の果実摘まんかな 自治の我等に希望あり

稔豊かに創造づる 行手の空に雲はれて

色彩は神秘の霧深く 旭日に映ゆる峯々の

大地に似よや若人の 雪にも似よや若人の

玉とみがかんわが心 明日をになわんわが使命

応援歌（寒風身を切る）

佐伯　滋彦　作詞

簔津　正尚　作曲

一、寒風身を切る上ヶ原 二、 炎暑身を焼くグランドに

氷雨あられを背に浴びて のぼる熱気を身にうけて

きたえし我らの腕は強し きたえし我らの気力は強し

奮え県西　健男児 奮え県西　健男児
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珊瑚会のあゆみ

回　 実施年 年齢 参加者数 キャッチフレーズ

1 1981 39～40 不惑の年の集い

2 1989 47～48 82 同窓会名を珊瑚会に

3 1993 51～52 105 珊瑚会の運営基盤を構築

4 1997 55～56 126
震災を振り返り

　　元気づける集い

5 2000 58～59 110 卒業40周年

6 2002 60～61 115 還暦サミット

7 2005 63～64 144 出会いから半世紀

8 2008 66～67 129
スローライフ・

スローラヴ

9 2011 69～70 119 古希を祝う集い

10 2014 72～73 107
あれから55年

　　思い出のクラブ活動

11 2017 75～76 89 エンジョイ・ナウ
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